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瞳議選議磁通量
1 t也~IS.綬化j:/ ；えとしてco 1・l [ aすることが間短となっている．この削減対策のほかに，多くの
箇が ., :, 句 唱を有カな方策として期待している．
2.設がall立、京総Jメカニズムの検出梅取引であるCOMにより、 e ' ！でのll林やエ場でのc~検出削減
への技術侮カによって、 18.iU効果ガ；＇，の 削鰍自律を濠成1 - ．日方、銃伏による炭務偏l!量のす量
定l立、多くの研究が進められてきた．しかし、森椋におけるF1u皿引による地上実測はエネルギー収支の不閉
会（イムバランス｝の開店がある．また、 ), ’L による推定の両方法は、桜留による地歯車援や検fiU告の
111置があり、炭窯倒定量の？＇ .』 ． ー が報告されてきた．このため、 一『箇罰 する
株の場合にt立、 CDhlのモデルとして実用として使えるレベルではない．
3.僧林CDMの中で最も店員謙信定の叫勺・4 叫 " 軒 -.: 1立、ア;b シアやユ－'JJY~の副 によ
る－ ，.＿，’の場合である．本研究は、モデル開発と 、..., －・・世 ・.－ 甘 としている．
4. 日本は、国内の~林によるco,吸収量の増大を期待し、京都犠定書に毒づく co，の総削減を計画して毒た
．しかし、前述の通り醤定量の飽fi1方法は来E直立である．
5.これまでに，世界の＂、 •COM• の登録が申掬されてきたが、森林についてはEI明の審査が厳しくも量
めてー院のみの承露である．密土よえケールによる,n株の吸収規模が巨大であることも、安易な協定を避ける理
由の一つであり、プ口ジェタトの~11'(が少ない原因である．
6.徳林によるAIRのCOMプ口ジェタトI立、対象地績が初期条件として191w., ,' ＂ 晴 敏値された
ま邑歯車 ｛ 喧 ’r .（，回 毎｝である止C－！繋がある．これらの倹槍地域を逼織選定せねばならない．
7.森林による吸収震の織itにI立、 円 、盲 ・ιE広＜ ~!ft されている．しかし、本格的な広
大な地域の吸収量を推定するためには、人的効If>と費用の高から現実的でなく適切ではない．戎段階のCOM事
の鰻続は、決して広大とは言えない紋型車段僚と飽織する．
8.代わって、 傷星利用による吸収量の指定方法の純度向上を回り、 広島底的な実草川m ．幹径の地上
実測による検E正と合わせて、植林・再議事字化によるCOM事療を支2ーするン;:r.テムの関車種が望ましい．
9.このシ只テムiこより、 :COH 属 品 、AIRプロジェクトの長隼にわたる ，、或いは広大
な地調Eの続講固定量分布の推定等に、衛星リモートセンシングを利用し、 ゆAIR ;,1:,,. lする
円借軟を活用した樋林・砂漫化防止事業例
中国北西飢え，ti
継ヰヰ関係1099｛車内
承路銀l立樋ヰヰ事象餓当節分のみを計上 （単位百万｝
1）年度2000額 6,000件名・官 官水資源管理・砂漠化防止事象
2）年度2000領14,400件名・新混ウイ ル自必区水資源管理・砂漠化防止事業
3）年度2000額 4.200件名 ：険西省長土r原樋ヰ穆.
4）年度2000額 4.200件名 ：山西省黄土高原級林事業
5）年度2000綴 3.600件名，内モンコル自治区黄土高原縫林.象
的年度2001 鎖 7.977件名：耳唱団炉自治区楠林組撃事業
7）年度2002領12.400件名 ；tf；省縫終値慈事象
8）年度2002額15,000件名，肉モンゴル自治区栂林組事E事業
9）年度2003錨 7.507件名 ・よ西千織林事象
10）年度2003額 7,536件名．足場北省槌林事業
11）：年度2004綴 1,725件名 ・新酒ウイグル自治区伊寧市環焼総合雪量備事業
12）年度2004綴 6,503件名 問）l'f：長江よ流地区生態環境総合宣告備事業
12）年度2005綴 1,915件名 ：貴州省環境登備・人材育成事業
13）年度2005綴 7,434件名・河南省縫杯事象
14）年度2006領 9.500件名古林省総花江流主量生態環境総会登犠事象
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どの地嫌に？
CDl¥I AIRの候補
地績が豊富に存在
するか？
候補減の抽出品集．
重量株媛、殺柳生産調書、砂
漠、ツンドラを除外．
Types of radiation陀sponsefunction on 
photosynthesis;l'ate (PSN) and vegetations 
⑨ 仙川）・ βs・eLAI
,. = 5:!.:_PAR＋捌回一~la,. - PA.R+PSN_f 一物・a,. · PSN-PA.R
J剣..
2) Michaelis・Mentent)])e .・H・Wheat,maize 
r a,,. ・PAR 
ムrat1""" -h_ +PAR 
, Complt•mrntnηmodd: 
Priestle~ Taylor e,・aporation (potential e，・aporation)
E_ _ , ＝α~（R-G) 
可山 a+r、." , 
Penman potentia I e¥"a仰ration
En＝ー と（R_-GJ＋ー しE_
・ A+r、”’ A+r w 
八ctualc,apotrau~p.trnhou expressed by Complementary model 
Eac = 2Epo -Ep 
J : U1<! slope of the saturation ,・apor pr<!s制民andtemperatu代 CUf¥"t',
U1e戸内hrometricco出tant.
α : the constant of Priestley and Taylor. G : the》；oili淀川 llux.
R, ・ the net radiation, 
En the d『下川gpo，・erof the air 
ιrop wat旦stressmJex (CWSI) 
＝おtomatalopemng //.f 
CWSI応 βs＝与
-p 
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India 
Philippine 
The air tempera旬開問 sponseof曲epho冊。：－，・nthc買お rnt
Sigmoidal・Logistict)'J)e function 
TI】etemperatur喧re書問nseof U1e photosynthesis rate shows a S-sha1対d
ur. e. and is well known as the s，伊101dal-log1st1ι 1,r-,: fonct.Jon介om
the ,ork of llorie (I 978) and Isluhara and Saito (I 987) 
んの＝［1＋刊（え－T,._)}]
where T1,, : temperuture parumeter at lmlf of the 
mnximwn photos~官tthesL'l rnte. 
k.， ：山pepat加削e1;
え： plantleaf tempera加 'e.
Distribution of PSN in forested areas 
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.足利用I!光合成モデルによるぐDl¥fプロジェクト支出Eシステムの開発
ーベー スラインιARj匝合目的の宣視
1 )C'DM AIRプロジェクトl;l;,C'02の脅Oilや資金の回収ばかりでなく、その優れヒ
である銀銭の便益、すなわち木材資源、治水・水資源酒餐、土砂流出防止、砂漠
化抑制、生物多機性、生活環境・景観の改豊島等の効果を重視する．
2）光合成モデルを開発する．また、炭素固定震の季節変化の計算や、樹木の生長に
合わせた長年のモニタリングを可能とする。この推定結果と’知l.ltlの測定A およ
び梅林のオ怖さ主』bと比事責後討し衛星の利用を.本とした支鍾システムを構祭
する． これらは． 地上におけるu~蹄元のF 定によるもdieの方誌に、 面的な犯鍾
方法として吸収量の平価データ多II侠し、COMによる炭素固定のプロジェクトに役
立てることができる.Opuatlonalな衛星和jfl（・m.f..VR支媛システムを目指す．
3）衡易利用による~奴抵の推定方法の精度向上を関り、広域的な実利用を闘指
す併径の地上梁測I
di！震するシステムの開宛している．
4）衛星利用の支媛システムについて、ペースライン・使用する衛星デー夕、対象地媛、
光合成モデル等について現在の瞬発段，：..；を示した．
全量金量盟
・虫色よデー タであるFluxnetによる炭素吸収貨測定データを光合成モデルの後定よ
うに利用すると共に、纏林地1-における木材伐採データを使い、 wa•に光合成
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